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福島県で分離された結核菌の系統分類について
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要 旨

2003 年度から 2014 年度までに結核菌分子疫学調査で搬入された結核菌 323 株について北京

株，非北京株の分類を実施した．北京株については ancient 型と modern 型の分類も実施した．

結果は県内で分離された結核菌株の約 8 割が北京株であり，さらに北京株は ancient 型が 8 割

であった．結核発症時に外国籍だった患者株，または過去に外国籍から日本国籍を取得した患

者株では国籍によって分離される結核菌の系統が異なることが明らかとなり，日本での結核感

染か，入国前感染による持ち込みなのかを推定する手助けになり得るものと思われた．
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はじめに

結核菌の遺伝子型については世界規模で解

析がなされ，東アジア地域に広く分布する系

統のひとつが北京株と呼ばれている．また，

日本で蔓延している結核菌の多くも北京株で

あり，結核菌全体の 8 割といわれている．

当所では 2003 年度から結核菌分子疫学調

査を実施し，県内の医療機関等で分離・同定

された結核菌株が搬入されている．今回，福

島県内で分離された結核菌の系統を把握する

目的で，北京株・非北京株の分類を実施した

ので報告する．

材 料

2003 年度から 2014 年度までに医療機関等

で分離された結核菌 323 株を用いた．

方 法

１ 結核菌からのDNA抽出

DNA の抽出はバイオセーフティレベル 3
の施設内でクラスⅡ B3 のバイオセーフティ

キャビネットを使用して行った．菌株を滅菌

蒸留水に懸濁後 95 ℃ 10 分の加熱処理にて

DNA を抽出した．

２ 結核菌の分類

北京株，非北京株の分類は Warren らの方

法 を用い（プライマーセット 1，プライ１）

マーセット 4 使用）実施した．さらに Wada２）

らの方法を用いて ancient 型，modern 型に型

別した．

３ MST解析

分子疫学調査で実施している JATA15 －

VNTR の解析結果と照合し，解析ソフト

BioNumerics（ Applied Math 社）を用いて

Minimum spanning tree（以下，“MST”とす

る）解析を実施した．

結果及び考察

結核菌株 323 株について北京株，非北京株

の分類を実施したところ，247 株（76.5 ％）

が北京株であり，わが国で分離される結核菌

全体の約 8 割が北京株である という日本３）

の現状と同じであった．

北京株，非北京株の地域別分類について表

1 に示す．北京株の分離について，患者の地

域別で見ると，県北は 122 株（78.7 ％），県

中は 16 株（76.2 ％），県南は 8 株（72.7 ％），

会津は 38 株（67.9 ％），南会津は 3 株（60.0
％），相双は 32 株（71.1 ％），郡山市は 7 株

（87.5 ％），いわき市は 21 株（95.5 ％）であ

った．分離割合の地域差については，収集し

ている結核菌株が県内で発生した集団感染対

策を必要とする事例の菌株であることから，

集団感染由来と思われる同一株の割合が結果
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保健所
北京株 非北京

株
総計

ancient modern 計

県北 98 24 122 33 155

県中 12 4 16 5 21

県南 7 1 8 3 11

会津 34 4 38 18 56

南会津 1 2 3 2 5

相双 24 8 32 13 45

郡山市 5 2 7 1 8

いわき市 18 3 21 1 22

計 199 48 247 76 323

年齢階級
北京株 非北京

株
総計

ancient modern

10～19 4 2 1 7

20～29 15 7 10 32

30～39 14 6 10 30

40～49 29 6 5 40

50～59 34 6 5 45

60～69 17 3 10 30

70～79 32 9 16 57

80以上 54 9 19 82

計 199 48 76 323

北京株 非北京

株
総計

性別 ancient modern

男 133 34 42 209

女 66 14 34 114

計 199 48 76 323
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表１ 北京株・非北京株の地域別分類

に影響したものと思われる．また，菌株数が

少ない県南，南会津，郡山市については，今

後の菌株の搬入動向によって大きく変動する

可能性があるため，今後散発患者を含めた結

核菌株を収集し，解析をすることでより正確

な地域差を把握できるものと思われる．

北京株全体を ancient 型，modern 型に型別

を実施したところ，ancient 型は 199 株（80.6
％），modern 型は 48 株（19.4 ％）であった．

南会津を除く 7 地域で 7 ～ 9 割以内で

ancient 型が分離されていた．中国（北京），

香港，台湾等の東アジア地域で分離される北

京株は modern 型が多く，日本は ancient 型が

多いという報告 があり，福島県も同様３，４）

の結果となった．

男性患者由来および女性患者由来の結核菌

株の結果を表 2 に示す．北京株の分離につい

て男性患者由来株は 167 株（79.9 ％），女性

患者由来株は 80 株（70.2 ％）であった．ancient
型，modern 型の型別については，男女共に

ancient 型が 8 割であった．

表２ 北京株・非北京株の患者性別分類

年齢階級別の結核菌株の結果を表 3 および

図 1 に示す．北京株の ancient 型と modern 型

の分離について，40 歳代以上の患者由来の

modern 型が 2 割程度であるのに対し，10 ～

30 歳代の患者由来の modern 型は 3 割であっ

た．格段に差があるわけではないものの，分

離される結核の系統が世代間でやや変化をみ

せているのではないかと推察する．modern
型は感染伝播力や発病率が高いとされる新興

型であるため，若年者層で modern 型が広が

っていくことは結核対策上問題であり，今後

modern 型の分離動向を注視する必要がある

と思われる．

結核発症時に外国籍だった患者株，または

過去に外国籍から日本国籍を取得した患者株

に焦点をおくと，フィリピン出身の患者由来

株では 5 株中 5 株が非北京株，中国出身の患

者由来株では 5 株中 4 株が北京株，シンガポ

ール出身の患者由来株の 1 株は北京株，ベト

ナム出身の患者由来株の 1 株は非北京株で

表３ 北京株・非北京株の年齢階級別分類

図１ ancient型･modern型の年齢階級別分類
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あった．さらに ancient 型，modern 型の型別

をした結果，中国出身の患者由来株の北京株

は 4 株中 3 株が modern 型であった．シンガ

ポール出身の患者由来である 1 株も modern
型であった．

北京株・非北京株の結果と JATA15-VNTR
の結果を照合し，MST 解析を実施した結果

を図 2 に示す．フィリピン出身の患者由来株

は県内で分離された他の非北京株と異なる

clonal complex を形成した．結核菌分子疫学

調査で実施している JATA15-VNTR の結果に

加え，結核菌の系統分類を実施し，日本のみ

ならず諸外国で分離されている結核菌の系統

についても把握しておくことで，日本での結

核感染か，入国前感染による持ち込みなのか

を推定する手助けになり得るのではないかと

考える．
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図２ 北京株・非北京株のMST解析結果
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